
９月 11月５月 ８月 12月取り組み ４月

達 成 時 期 令和４年３月

１月 ２月 ３月

ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

課内ミーティング

指 標
（数値目標）

①専門知識の向上のための定例ミーティングの実施　⇒毎週金曜日

10月

②苦情等解決のため臨時ミーティングの実施　⇒事案発生の都度

７月６月

市 民 課

［ 市 民 生 活 部 ］

　また、接遇マナーの向上については、窓口でいただく苦情やご意見に対

　専門知識の習得のため、研修会へ積極的に参加するとともに、常に自己
研鑽に努め、課内職員での共有化も図りサービスの向上につなげます。

項 目

内 容

組織目標

窓口サービスの質の向上

　市民の皆様にわかりやすく、丁寧で正確な窓口を追求します。

個別

し、その都度、ミーティングの場を持ち、課内で検証しながら、必要な改
善に取り組みます。

課名等

24
04-01

総 合 計 画

の 区 分

挑 戦 対象外

最優先 課題 対象外

令和３年度

全体

随 時



・

　的な滞納整理に努めます。

・

・ 市税 現年分徴収率 ％ （前年度実績） ％

滞納分徴収率 ％ （前年度実績） ％
・ 国保税 現年分徴収率 ％ （前年度実績） ％

滞納分徴収率 ％ （前年度実績） ％

〇徴収強化月間（電話催告・臨戸等）　年５回

〇夜間窓口　年１２回
〇財産調査　年２回（新規滞納者・現年滞納者）過年度滞納者は随時
〇催告書発布　年６回

令和３年度 ［ 市 民 生 活 部 ］ 組織目標

課名等 税 務 課

総 合 計 画

の 区 分

挑 戦 　対象外

最優先 課題 　対象外

項 目 滞納整理の強化

内 容

厳正な滞納処分を執行するため、適正かつ迅速に財産調査、預貯金調査、生
　命保険の調査を実施し、差押え、換価等の実施及び滞納処分の停止等、効果

年間スケジュールに沿った徴収業務を遂行し、まずは滞納者との面接や交渉
　を密に行い、適正な納税相談等により生活再建を目指しつつ、自発的な納税
　義務の履行を円滑に実現します。

指 標
（数値目標）

96.00 95.64
15.00 11.29
93.50 93.33
13.00 11.78

達 成 時 期 　令和４年３月

ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

取り組み ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

徴収強化月間

課内研修

徴収会議

滞納処分

全体 25
個別 04-02

催　　告

夜間窓口(月末）

滞納処分（差押え、執行停止、公売）

財産調査

分析・対策



①生ごみの回収量目標３８０ｔ以上
②生ごみの堆肥化目標５５ｔ以上
③生ごみ回収事業への協力世帯数目標２，２５０世帯
④生ごみ処理器設置補助金目標２０件
⑤環境標語の応募件数目標１，３００件

２月 ３月

生ごみの分別回収及び
堆肥化

協力世帯の募集及び事
業内容の周知

堆肥の肥料登録

生ごみ処理器設置補助
金の交付

８月 ９月 10月 11月 12月 １月

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

取り組み ４月 ５月 ６月 ７月

環境標語の募集

一般廃棄物のリサイク
ル推進

項 目 ごみのリサイクル推進と環境意識の向上

内 容

指 標
（数値目標）

達 成 時 期 令和４年３月

①生ごみの分別回収によるごみ量の削減を行います。
②生ごみを堆肥として再利用できる堆肥化事業に取り組みます。
③生ごみ回収協力世帯の募集及び事業内容の周知を行います。
④堆肥化した堆肥の肥料届出を行います。
⑤新たに生ごみ処理器を設置した家庭に対する補助金の交付を行います。
⑥小中学生に対する環境教育の一環として環境標語の募集を行います。
⑦古紙・ダンボール・ペットボトル・ビン・空き缶・鉄くず・小型家電・
　リチウムイオン電池などのリサイクルを推進します。

課名等 環 境 政 策 課

総 合 計 画

の 区 分

挑 戦 ふるさとづくり

最優先課題 環境負荷の低い暮らしを営む

令和３年度 ［ 市 民 生 活 部 ］ 組織目標

全体 26
個別 04-03



２月 ３月

漂着ごみ回収・処理の
実施

環境学習の実施

日韓市民ビーチクリー
ンアップ事業の開催

日韓交流海ごみワーク
ショップＩＮ釜山の開
催

８月 ９月 10月 11月 12月 １月

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

取り組み ４月 ５月 ６月 ７月

漂着ごみ回収イベント
の開催

項 目 漂流・漂着ごみの回収と発生抑制対策の推進

内 容

指 標
（数値目標）

達 成 時 期 令和４年３月

①海岸漂着物処理推進法及び長崎県海岸漂着物等地域対策推進事業補助金
　を活用し、漂着物被害が著しい海岸を中心に海岸漂着物の円滑な回収と
　処理及びリサイクルの推進を図ります。
②海岸漂着物等の発生抑制のための関係者間の連携・交流等を目的とした
　環境学習を広く開催します。（日韓市民ビーチクリーンアップ事業等）

①前年度の回収・処理を参考に、漂着ごみの計画的な回収を実施します。
（回収・処理予定数量：トン袋で８，０００袋）
②日韓市民ビーチクリーンアップ事業・日韓交流海ごみワークショップ
　ＩＮ釜山及び漂着ごみ回収イベントを実施します。
　※昨年度は新型コロナウイルスの関係でやむなく中止したが今年度につ
　いても感染状況を見極めながら、実施できる手法などを検討する。
　（検討内容：釜山と対馬でのそれぞれの清掃活動とオンラインによる
　ワークショップなど）

課名等 環 境 政 策 課

総 合 計 画

の 区 分

挑 戦 ふるさとづくり

最優先課題 環境負荷の低い暮らしを営む

令和３年度 ［ 市 民 生 活 部 ］ 組織目標

全体 27
個別 04-04



令和３年度 ［ 市 民 生 活 部 ］ 組織目標

課名等 美津島行政サービスセンター

総 合 計 画

の 区 分

挑 戦 対象外

最優先 課題 対象外

項 目 窓口サービスの向上、税の徴収率向上及び水道料金の収納率向上

内 容

①窓口サービスの向上のため、常に自己研さんに努め幅広い知識を身
　に付け、苦情件数ゼロを目指します。
②滞納者との接触の機会を増やし、税負担の公平性の観点から適正か
　つ迅速な財産調査等を実施し、滞納整理を進めます。（夜間窓口年
　１２回実施）
③年３回の徴収強化期間を設定し、滞納額の縮減に取り組みます。

指 標
（数値目標）

①窓口サービス向上の取組
　・情報共有の促進のため毎週１回センター内会議実施
　・トラブル再発防止のためのセンター内会議実施
　　⇒事案発生に伴い随時実施
②税徴収率
　現年分徴収率　９２％（昨年３月末９１.０８％）
　滞納分徴収率　１２％（昨年３月末１１.９６％）
③水道料収納率
　現年分収納率　９７．５％
　滞納分収納率　３３．０％以上

ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

取り組み ４月 ５月 ６月 ７月 11月 12月 １月 ２月 ３月

センター内会議

８月 ９月 10月

納税相談・臨戸徴収

夜間窓口

徴収強化月間

全体 28
個別 04-05

達 成 時 期 令和４年３月


